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今月の
表紙

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休校が続く中での登校日。
友達との久しぶりの再会に笑顔があふれます。
美川小学校の児童たちも手洗い・うがいを実践し、感染予防はバッチリです。

みんなで手洗い
　ウイルスなんかに負けないぞ！



新型コロナウイルス感染症を予防しましょう！
緊急事態宣言が延長されました

町民生活への緊急支援「必要な支援を迅速に！」

VIRUSVIRUSVIRUS

備蓄マスクの配布  こども園・保育園にも
　４月24日、町内の医療機関や小・中学校など、33施設
を対象に2回目となる備蓄マスクの配布を行いました。
　冒頭に山野町長は「矢掛町から感染者を絶対に出さな
い。終わりが見えない不安はあるが、我慢強く、コロナ

ウイルス感染症対策に取り
組んでいく。」と力強く語
りました。
　また、認定こども園と
各保育園、計４施設に町
で調達した布製マスクを
配布しました。

次亜塩素酸水の配布スタート
　町では４月24日から町内７地区公民館で除菌効果が
期待できる「次亜塩素酸水」の配布を始めました。

　感染症拡大に伴い、アルコー
ル消毒液など除菌関連商品の品
薄状態が続く中、次亜塩素酸水
の配布は、町民の安心確保や感
染防止の意識向上を目的に実施
しました。
　訪れた人は、「お店で消毒液
を手に入れることが出来ず困っ
ていたので、助かる。」と喜ん
でいました。

感染したかもダイヤル
「もしかして…」と思ったら コチラ
■問岡山県備中保健所井笠支所
☎0865（69）1675

24時間対応

お悩み相談ダイヤル
「こんなときは、どうすればいいの？」 相談はコチラ
■問新型コロナウイルス感染症電話相談口

☎086（226）7877
平日　　：午前 9時～午後 9時
土日祝日：午前 9時～午後 5時

電話では、住所や口座番号など、重要な情報を伝えないようにしてください。
不安に思ったら 1人で悩まずに、消費生活相談窓口へ相談してください。

■町消費生活相談窓口 町民課　☎（82）1011　　■岡山県消費生活センター　 ☎086（226）0999

　新型コロナウイルス感染症拡大に便乗した詐欺などが各地で確認されています。
たとえば、不審電話やマスク等の送りつけなど…。これらは新型コロナウイルス感染症による皆さんの不安
につけこんだものです。 まず、落ち着いて正確な情報をもとに対処しましょう。

便乗詐欺にご注意ください！便乗詐欺にご注意ください！便乗詐欺にご注意ください！便乗詐欺にご注意ください！便乗詐欺にご注意ください！

　特別定額給付金とは、政府による「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」の一環で、家計への支援を行う緊
急対策です。
　申請書を５月７日に対象全世帯に発送しており、５月12日以降、申請書に記載の口座へ順次振込みをしていく予
定です。
　また、本人確認書類の写しを貼付することが難しい場合は、ご相談ください。
※多数の申請が集中するため、給付までに時間がかかる場合がありますのでご了承ください。
●対　　象　令和2年4月27日時点で、住民基本台帳に記載されている人
●受 給 者　対象者が属する世帯の世帯主
●給 付 額　給付対象者 1人につき10万円
●申請期限　令和 2年 8月 10日まで
■問企画財政課財政管財係　☎（82）1057　有線 0607

特別定額給付金の迅速な給付を目指します！

　5 月 1 日、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、国の緊急経済対策に 1 日も早く対応するため、一般
会計で15億7,300 万円、国民健康保険事業特別会計で100万円の補正予算を専決処分しました。
　主な内容は、町民 1 人あたり10万円を給付する「特別定額給付金事業」に14億2,300万円、児童手当の受給
対象者へ 1人あたり 1万円を給付する「子育て世帯への臨時特例給付金事業」に1,750万2,000円などです。

一般会計補正予算15億7,300万円を専決処分

　新型コロナウイルス感染症については、日々状況が変化されるこ
とが予測されます。公共施設の開館状況や支援情報に関する最新情
報は町ホームページをご確認いただき、ご不明点は担当課へお問い
合わせください。

新型コロナウイルス感染症に関する最新情報はコチラでご確認ください
町ホームページはこちらから

↓　

矢 掛 町 検索

今後の日常生活に「新しい生活様式」を取り入れましょう

緊急事態宣言の５月末までの延長が決定され、私たちの生活にも大きな影響が出ています。
　一人ひとりが、これまでと同様に感染症拡大防止のため、基本的な感染予防を引き続きよろし
くお願いします。

　４月27日、ベッキ
オ・バンビーノ実行委
員会から町へマスク
5,000 枚のご寄付をい
ただきました。
（写真は「ベッキオ・バ
ンビーノ2019」の様子）

　5 月7日、三谷公民
館手芸クラブから町へ
手作りの布製マスク
115枚のご寄付をいた
だきました。

※5月11日時点の情報です

（場面ごとの具体例）

□マスク着用　　□帰宅後、手洗いは30秒程度かけて石けんで丁寧に洗う

□できるだけ２メートル（最低１メートル）空ける

□会った人と場所を記録

□毎朝検温　　□こまめに手洗い・手指消毒、換気　　□咳エチケットの徹底
□「３密」の回避（密集、密接、密閉）

□1人または少人数ですいた時間に素早く　　□サンプルなど展示品への接触を控える

□ジョギングは少人数で、距離をとる　　□公園はすいた時間と場所を選ぶ

□会話を控える　　□混んでいる時間帯を避ける　　□徒歩や自転車利用を併用する

□持ち帰りや出前を利用する　　□大人数の会食を避ける　　□対面ではなく横並びに座る

□テレワークやローテーション勤務　　□時差出勤　

外 　 出

人との間隔

移 　 動

生 　 活

買 い 物

スポーツ

公共交通機関

食 　 事

働 き 方

　国の新型コロナウイルス感染症専門家会議では、これまでの「『３密』の回避」、「身体的距離（ソーシャルデ
ィスタンス）の確保」、「人との接触を８割削減」 などの提案に重ねて、「新しい生活様式」の実践を呼びかけ
ています。
　新たな感染者の数が限定的となった地域で、再び感染が拡大しないよう長丁場に備えて「新しい生活様式」
を実践していく必要があります。下記の実践例を参考に皆さんも一緒に取り組みましょう！

新型コロナウイルス感染症対策へのご寄付ありがとうございます

ご寄付いただいたマスクは、新型コロナウイルス感染症対策として活用します。
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防災気象情報と警戒レベルの対応関係
警戒レベル

レベル５

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

行政の防災気象情報 住民の取るべき行動
•災害発生
•大雨特別警報（気象庁が発表）

•大雨・洪水注意報
　（気象庁が発表）
•数日中に警報級の大雨が降る予報
　（気象庁が発表）

•避難勧告（矢掛町が発令）
•避難指示（緊急）（矢掛町が発令）
•土砂災害警戒情報

•避難準備・高齢者等避難開始（矢掛町が
発令）
•大雨・洪水警報（気象庁が発表）

命を守る最善の行動

避難場所や経路を再確認

心構えを高める

全員避難！
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０
５
１
３

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、矢
掛
町
で
初
め
て「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
矢
掛
町
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が

発
生
し
た
の
は
、
昭
和
51
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
梅
雨
時
期
を
前
に
、再
度
防
災
意
識
を
新
た
に
し
、

有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

4令和２年５月号



　「
自
主
防
災
組
織
」

　
１
０
０
％
を
目
指
そ
う
！

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的

に
連
帯
し
て
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　
防
災
の
基
本
は
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
の
３
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
連
携
で
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

④
情
報
の
収
集
・
伝
達

公
的
機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
、情
報
を
住
民
に
伝
達
す
る
。

⑤
一
時
避
難
所
等
の
管
理
・
運
営

一
時
避
難
所
等
で
給
食
・
給
水
活
動
等
を
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
方
法
の
例

①
既
存
の
団
体
（
町
内
会
、
自
治
会
等
）
を
活
用
し
て
結
成

す
る
。

②
地
域
住
民
に
働
き
か
け
て
、
既
存
の
団
体
と
は
別
に
新
た

に
結
成
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
へ
の
支
援

　「
矢
掛
町
自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」（
最
高

30
万
円
）
で
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
総
務
防
災
課
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
自
主
防
災
組
織
の
役
割

平
常
時

災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
を
し
ま
す
。

①
防
災
知
識
の
広
報
・
啓
発

防
災
訓
練
や
講
習
会
を
通
じ
て
、
正
し
い
防
災
知
識
を
住
民

に
伝
え
る
。

②
地
域
内
の
安
全
点
検

地
域
内
の
危
険
箇
所
や
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
改
善
す
る
。

③
防
災
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
す
る
。

災
害
時

人
命
を
守
り
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

①
初
期
消
火

出
火
防
止
や
初
期
消
火
活
動
を
す
る
。

②
避
難
誘
導

住
民
を
避
難
所
な
ど
安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
。

③
救
出
・
救
助

負
傷
者
な
ど
を
救
出
し
、
応
急
手
当
を
す
る
。

公 助
国・県・市町村
など行政が住民
を災害から守る
こと

共 助
地域社会がお互
いを災害から守
ること

自 助
地域住民一人ひとりが自分
自身を災害から守ること

防災士育成講座の
受講者募集

　防災士は、防災に関する知識を
持ち、地域の防災リーダーの役割
を担う人として、日本防災士機構
が認定する資格です。
　岡山県備中県民局管内防災士養
成講座を次のとおり開催します。
□と　き　�令和2年11月14日㈯・

15日㈰（予定）
□ところ　新見市役所南庁舎
　　　　　（新見市新見310-3）
□受講料　矢掛町が負担。
　詳しくは、総務防災課へお問い
合わせください。

災害情報を積極的に
入手しましょう

防災情報配信システム「やかげ
インフォ」の貸し出し
(通信費は利用者負担 )
　矢掛町から発信する防災情報や国等
のシステムと連携した緊急地震速報や
国民保護情報を配信します。
￼ iPhone専用　　　　Android 専用

　スマートフォンやタブレットをお持ちの人
も、QRコードから専用アプリ「@infoCanal」
をダウンロードしてご利用ください。

矢掛町行政情報配信メール
　防災情報をはじめ、火災情報、防犯
情報、町からのお知らせなど、さまざ
まな情報をメールで配信しています。
　自分に必要な情報だけ選択も可能で
す。
◦登録方法
① e-yakage@xpressmail.jp
あてに空メールを送信。
②返信されたメールに表示さ
れたURLから必要事項を入力し、登録。

おかやま防災情報メール
　気象台が発表する大雨、洪水等の警
報、注意報や、県内で観測された雨量、
河川水位、潮位など最新の防災情報が
配信されます。
◦登録方法
①in@bousai.pref.okayama
.jp あてに空メールを送信。
②返信されたメールに表示さ
れたURLから必要事項を入力し、登録。

地区名 矢掛 美川 三谷 山田 川面 中川 小田 町全体
組織率（％）

（加入世帯数／地区世帯数） 25.2 48.4 41.1 75.1 55.9 66.9 42.9 47.9

矢掛町の自主防災組織率（5/1現在）

5 令和２年５月号



　
４
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議

会
総
会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
議
会
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
同
日
か
ら
２
年
で
す
。

髙
月
監
査
委
員
が

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
長
に
再
任

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
平
成
16
年
か
ら
長
き
に
わ

た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
と
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
で
会
長
な
ど
に
従
事
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

出原 武重 氏
（小田）

髙月 恭平 氏
（東三成）

　
令
和
２
年
度
の
「
矢
掛
町
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金
」
の
申

請
を
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
受
付
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
の
住
宅
（
自
己
所
有
・
自
己
居

住
の
た
め
の
住
宅
）
な
ど
へ
家
庭
用
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
人
は
、

町
民
課
へ
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
が
設
け
て
い
る
他
の
補
助

制
度
と
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

※

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

家
庭
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
！

Information
まちからの

お知らせ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
年
度
別
家
庭
（
可
燃
）
ご
み
排
出
量

　
町
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
資
源
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
と
生
ご
み
な
ど
排
出
時
の
軽
量
化
に
よ

り
、「
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご
み
排
出
総
量
＝
１
，
７
６
０
ｔ

以
下
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
家
庭
で
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
化
意
識
を
も
っ
て
、

よ
り
一
層
、
分
別
収
集
と
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・
軽
量
化
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

可
燃
ご
み
の
減
量
に

　
　一
層
の
ご
協
力
を

2,202 
1,788 

1,877 1,875 

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500

H28 H29 H30 R1

年度別家庭（可燃）ごみ排出量

排出量

(t)

(年度）

目標は
1,760t以下

※H29年度からごみ袋有料化

対象設備

高効率
給湯器

蓄電池等

窓断熱

電気自動車等

電気自動車等
V2H充電設備

1/10

1/10

1/10

1/20

1/10

12万円

12万円

15万円

15万円

15万円

設 備 の 例 補助率 補助金
上限

対象設備および補助金額

エコキュート、エコジョーズ、
エコフィール、エコウィル、
ハイブリット型給湯器ほか

電気自動車等への充電お
よび電気自動車等から建物
への電力供給が可能な充
電設備のほか

エネファーム、定置型リチ
ウムイオン蓄電池ほか
内窓設置、外窓・ガラス交
換（複層ガラス化）ほか
ＥＶ（電気自動車）、ＰＨＶ（プ
ラグインハイブリッド自動
車）

水
銀
使
用
廃
製
品
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

　
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
「
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
各
公
民
館
で
水
銀
を
使
用
し
た
蛍
光
管
、
体

温
計
・
血
圧
計
お
よ
び
電
池
類
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

●
回
収
開
始
　
令
和
２
年
７
月
１
日
〜

●
回
収
品
目
　
・
蛍
光
管
（
直
管
型
・
環
型
・
電
球
型
）

　
　
　
　
　
　
　※

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
・
白
熱
電
球
・
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
・
グ
ロ
ー
球
は
対
象
外

　
　
　
　
　
　
・
水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度
計
・
水
銀
血
圧
計

　
　
　
　
　
　
　※

デ
ジ
タ
ル
体
温
計
・
デ
ジ
タ
ル
温
度
計
・
デ
ジ
タ
ル
血
圧
計
は
対
象
外

　
　
　
　
　
　
・
電
池
類

　
　
　
　
　
　
　※

小
型
充
電
式
電
池
・
電
動
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
は
対
象
外

●
回
収
場
所
　
町
内
７
地
区
公
民
館

●
出 

し 

方
　
・
蛍
光
管
が
割
れ
て
い
る
場
合
は
、
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
・
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
「
蛍
光
管
」、「
水
銀
体
温
計
・
温

　
　
　
　
　
　
　
度
計
・
血
圧
計
」、「
電
池
類
」
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

税
・
保
険
料
の

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

●
納
期
限
内
に
納
付
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
各
保
険
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基
盤
と

な
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
線
放
送
や
広
報
紙

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
納
付
や
ご
連
絡
の
な
い
人
に
関
し
て
は
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給
与
な
ど

の
財
産
の
差
押
に
よ
る
強
制
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内

に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
件
あ
た
り
50
円

の
督
促
手
数
料
を
追
加
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
遅
れ
て
納
付
し
た
日
ま

で
の
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
納
付
相
談
は
お
気
軽
に

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
実
績
報
告

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
延
べ
１
４
９
人
か
ら
６
，３
０
０
，８
１
３
円
、
平
成
30

年
７
月
の
豪
雨
災
害
支
援
金
と
し
て
、
42
人
か
ら
３
，３
３
３
，４
０
３
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
令
和
元
年
度
は
次
の
よ
う
な
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
中
川
小
学
校
の
プ
ー
ル
塗
装
に
活

用
す
る
予
定
で
す
。

【
令
和
元
年
度 

取
り
組
み
内
容
】

　
•
Ｊ
Ｆ
Ａ「
夢
の
教
室
」
開
催

　
•
７
小
学
校
の
学
校
支
援
本
部
へ
の
補
助

　
•
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線
０
６
０
７

令和元年度の差押実績 件  数 差押金額（円）

預  貯  金  の  差  押

10

39 3,060,921

613,872

186,327

3,861,120

給　与　の　差　押 7

その他債権の差押

合　計 56

令和元年度の差押実績
委　託　先 委託人数 徴収金額（円）

岡山県市町村税整理組合 22人
3法人 3,646,118

岡山県滞納整理推進機構 9人
1法人 244,655

令和元年度の徴収委託状況

JFA（日本サッカー協会）による
「夢の教室」の様子

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
総
務
防
災
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）

【
調
理
員
】
１
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

【
相
談
員
】
１
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
社
会
福
祉
協
議
会

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち
へ

矢
掛
町
職
員
を
募
集

提
出
書
類
の
入
手
方
法…

①
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
詳
細
も
こ
ち
ら
で
確
認
で
き
ま
す
！

②
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手

　
↓
封
筒
の
裏
に
『
受
験
申
込
書
請
求
』
と
『
職
種
』

を
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
角
２
号
（
Ａ
４
判
）
を
同
封
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

矢掛病院  看護師
天 野 瑠 里

人
事
発
令

【
新
規
採
用
職
員
】（
令
和
２
年
５
月
１
日
付
け
）

6令和２年５月号



　
４
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議

会
総
会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
議
会
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
同
日
か
ら
２
年
で
す
。

髙
月
監
査
委
員
が

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
長
に
再
任

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
平
成
16
年
か
ら
長
き
に
わ

た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
と
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
で
会
長
な
ど
に
従
事
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

出原 武重 氏
（小田）

髙月 恭平 氏
（東三成）

　
令
和
２
年
度
の
「
矢
掛
町
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金
」
の
申

請
を
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
受
付
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
の
住
宅
（
自
己
所
有
・
自
己
居

住
の
た
め
の
住
宅
）
な
ど
へ
家
庭
用
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
人
は
、

町
民
課
へ
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
が
設
け
て
い
る
他
の
補
助

制
度
と
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

※

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

家
庭
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
！

Information
まちからの

お知らせ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
年
度
別
家
庭
（
可
燃
）
ご
み
排
出
量

　
町
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
資
源
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
と
生
ご
み
な
ど
排
出
時
の
軽
量
化
に
よ

り
、「
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご
み
排
出
総
量
＝
１
，
７
６
０
ｔ

以
下
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
家
庭
で
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
化
意
識
を
も
っ
て
、

よ
り
一
層
、
分
別
収
集
と
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・
軽
量
化
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

可
燃
ご
み
の
減
量
に

　
　一
層
の
ご
協
力
を

2,202 
1,788 

1,877 1,875 

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500

H28 H29 H30 R1

年度別家庭（可燃）ごみ排出量

排出量

(t)

(年度）

目標は
1,760t以下

※H29年度からごみ袋有料化

対象設備

高効率
給湯器

蓄電池等

窓断熱

電気自動車等

電気自動車等
V2H充電設備

1/10

1/10

1/10

1/20

1/10

12万円

12万円

15万円

15万円

15万円

設 備 の 例 補助率 補助金
上限

対象設備および補助金額

エコキュート、エコジョーズ、
エコフィール、エコウィル、
ハイブリット型給湯器ほか

電気自動車等への充電お
よび電気自動車等から建物
への電力供給が可能な充
電設備のほか

エネファーム、定置型リチ
ウムイオン蓄電池ほか
内窓設置、外窓・ガラス交
換（複層ガラス化）ほか
ＥＶ（電気自動車）、ＰＨＶ（プ
ラグインハイブリッド自動
車）

水
銀
使
用
廃
製
品
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

　
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
「
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
各
公
民
館
で
水
銀
を
使
用
し
た
蛍
光
管
、
体

温
計
・
血
圧
計
お
よ
び
電
池
類
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

●
回
収
開
始
　
令
和
２
年
７
月
１
日
〜

●
回
収
品
目
　
・
蛍
光
管
（
直
管
型
・
環
型
・
電
球
型
）

　
　
　
　
　
　
　※

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
・
白
熱
電
球
・
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
・
グ
ロ
ー
球
は
対
象
外

　
　
　
　
　
　
・
水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度
計
・
水
銀
血
圧
計

　
　
　
　
　
　
　※

デ
ジ
タ
ル
体
温
計
・
デ
ジ
タ
ル
温
度
計
・
デ
ジ
タ
ル
血
圧
計
は
対
象
外

　
　
　
　
　
　
・
電
池
類

　
　
　
　
　
　
　※

小
型
充
電
式
電
池
・
電
動
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
は
対
象
外

●
回
収
場
所
　
町
内
７
地
区
公
民
館

●
出 

し 

方
　
・
蛍
光
管
が
割
れ
て
い
る
場
合
は
、
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
・
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
「
蛍
光
管
」、「
水
銀
体
温
計
・
温

　
　
　
　
　
　
　
度
計
・
血
圧
計
」、「
電
池
類
」
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

税
・
保
険
料
の

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

●
納
期
限
内
に
納
付
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
各
保
険
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基
盤
と

な
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
線
放
送
や
広
報
紙

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
納
付
や
ご
連
絡
の
な
い
人
に
関
し
て
は
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給
与
な
ど

の
財
産
の
差
押
に
よ
る
強
制
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内

に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
件
あ
た
り
50
円

の
督
促
手
数
料
を
追
加
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
遅
れ
て
納
付
し
た
日
ま

で
の
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
納
付
相
談
は
お
気
軽
に

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
実
績
報
告

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
延
べ
１
４
９
人
か
ら
６
，３
０
０
，８
１
３
円
、
平
成
30

年
７
月
の
豪
雨
災
害
支
援
金
と
し
て
、
42
人
か
ら
３
，３
３
３
，４
０
３
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
令
和
元
年
度
は
次
の
よ
う
な
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
中
川
小
学
校
の
プ
ー
ル
塗
装
に
活

用
す
る
予
定
で
す
。

【
令
和
元
年
度 

取
り
組
み
内
容
】

　
•
Ｊ
Ｆ
Ａ「
夢
の
教
室
」
開
催

　
•
７
小
学
校
の
学
校
支
援
本
部
へ
の
補
助

　
•
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線
０
６
０
７

令和元年度の差押実績 件  数 差押金額（円）

預  貯  金  の  差  押

10

39 3,060,921

613,872

186,327

3,861,120

給　与　の　差　押 7

その他債権の差押

合　計 56

令和元年度の差押実績
委　託　先 委託人数 徴収金額（円）

岡山県市町村税整理組合 22人
3法人 3,646,118

岡山県滞納整理推進機構 9人
1法人 244,655

令和元年度の徴収委託状況

JFA（日本サッカー協会）による
「夢の教室」の様子

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
総
務
防
災
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）

【
調
理
員
】
１
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

【
相
談
員
】
１
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
社
会
福
祉
協
議
会

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち
へ

矢
掛
町
職
員
を
募
集

提
出
書
類
の
入
手
方
法…

①
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
詳
細
も
こ
ち
ら
で
確
認
で
き
ま
す
！

②
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手

　
↓
封
筒
の
裏
に
『
受
験
申
込
書
請
求
』
と
『
職
種
』

を
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
角
２
号
（
Ａ
４
判
）
を
同
封
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

矢掛病院  看護師
天 野 瑠 里

人
事
発
令

【
新
規
採
用
職
員
】（
令
和
２
年
５
月
１
日
付
け
）

7 令和２年５月号



フレイルって何？

保健福祉課地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

フレイル予防は健康づくり! 早めに始めましょう!

　新型コロナウイルス感染症による長期外出自粛に伴い、『フレイ
ル』という言葉を耳にする機会が増えたのではないでしょうか？
　『フレイル』とは、高齢期に心身の機能が衰えた状態をいいます。
　健康な状態と介護が必要な状態の中間の段階で、要介護になる
危険性が高いといわれています。
　生活習慣を見直し、人生１００年時代を健康に過ごしましょう！！

１．バランスよく食べて、低栄養を防ぎましょう。
　高齢期は過栄養による肥満よりも、低栄養による『やせ』の方が問題です。
　特にたんぱく質（肉や魚などの主菜）とエネルギー（ご飯、パンなどの主食）が不足しやすいので注意しましょう。
６５歳以上の人は、BMIは２１.５以上を目指しましょう。
BMI＝体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

２．正しいブラッシングと定期的な歯科検診を受け、お口の健康を守りましょう。
　歯磨きはお口の中を清潔に保つ基本です。毎食後、みがき残しのないように、時間をかけて丁寧にみがきましょう。
特に歯と歯の間、奥歯のかみ合わせの溝、歯と歯肉の境目はみがき残しの多いところなので、意識してみがきましょう。

３．筋力トレーニングをして、足腰の衰えを予防しましょう。
　足腰の衰えによる転倒・骨折は寝たきりなどを招く主な原因になります。町でも、転倒し骨折したことから介護保険認
定を受ける人が多いです。スクワットなど筋力アップにつながる運動をしましょう。

４．１日１５分程度、外に出て日光浴をしましょう。
　皮膚に日光があたると体内でビタミンDが作られます。ビタミンDは、カルシウムの吸収を促す大切な栄養素です。天
気の良い日には、散歩をするなど屋外で活動してみましょう。

５．元気なうちに、社会参加をはじめましょう。
　年齢を重ねるほど新たな関係を築くのは難しくなります。定年退職後に閉じこもりがちにならないように、早いうちから
趣味の集まりや地域の行事などを通して、人との交流を保ちましょう。

６月の健康カレンダー

Health  Calendar　JuneHealth  Calendar　June

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  3日㈬ １歳6か月児健康診査

受付：午前 9時 20分～30分
開催：午前 9時 30分11日㈭

受付：午前 9時～10時
開催：午前 9時～17日㈬

すこやか育児学級
対象：7～10か月児

育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  7日㈰
14日㈰
21日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。
28日㈰ ☎(82)１３２１水　川　内　科

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
☎(82)３１１３筒　井　医　院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

＜こんな兆候に注意＞
□体重が減った　　　□疲れやすくなった　　　□握力が弱くなった
□外出が減った　　　□歩くのが遅くなった
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まちのわだい

　４月17日、髙草英郎
氏から町へ300万円のご
寄付をいただきました。
　寄付金は「矢掛脇本陣
髙草家基金」として積み
立て、今後のまちづくり
に役立てます。

感染拡大を受
け、諸行事は中
止となりました
が、見事に春を
彩りました。

　４月初旬～中旬にかけて、圀勝
寺（東三成）の椿と吉祥寺（上高末）
の海棠が見頃を迎えました。
　新型コロナウイルス感染症の

ご寄付ありがとうございます

艶やかに咲いた春の風物詩

小学校入学式 新一年生 うれしいな！

児童の安心・安全を守ります！

あすなろ園 御下賜金を拝受

↑伝達された御下賜金を手に記念撮影。

↑児童らに見送られて出発する青色防犯パトロール車

↑入学式を無事に終え、みんな笑顔が溢れています。

↑圀勝寺の椿

吉祥寺の海棠→

　４月15日、中川小学校グラウンドで子ども見守
り隊・青色防犯パトロール隊の出発式が行われまし
た。
　子ども見守り隊・青色パトロール隊は、児童の登
下校を見守る活動やパトロールの実施など、地域の
安心・安全に貢献しています。
　式では、中川公民館の髙月憲二郎館長が「交通事
故や犯罪のない地域を目指し、より一層の防犯に力
を注いでいきたい。」と意気込みを語りました。
　児童の「さようなら」のあいさつとともに、10
台の青パトと16人の見守り隊が出動し、全校児童
の一斉下校をサポートしました。

　「社会福祉法人あすなろ園（理事長：萩野清治）」
が天皇陛下から御下賜金を授与しました。
　「御下賜金」とは、例年天皇誕生日に際し、天皇
陛下の社会福祉事業御奨励の思召により、各都道府
県および政令指定都市の優良な民間社会福祉事業
施設・団体に対して金一封が下賜されます。
　あすなろ園は昭和62年９月より長年にわたり障
害者の支援に尽くし、令和元年度より障害者の就労
の場と地域交流を行う機会を増やすために「農福連
携」を積極的に実施、町の特産を生かした６次産業
化への取り組みが評価されました。

　４月８日、町内７小学校で入学式が行われました。
　川面小学校では、17人の新入児童が、学校生活を
スタートさせました。
　はじめは、少し緊張気味に入場した新入生。勝間光
洋校長と「大きな声で元気な挨拶をする」ことを約束
すると、式中には早速明るく元気のいい返事を実践し
ていました。
　これから始まる学校生活への期待に胸を膨らませて
いました。

　４月６日、矢掛町地域
貢献人材育成奨励金の交
付式が行われました。こ
れは、町内に住所を有し、
矢掛高校へ進学する生徒
を対象に、将来町への貢献
を期待し、審査を経て奨励
金を交付するものです。

将来の地域貢献に期待



　
基本目標

　 �矢掛町の認定こども園・小学校・中学校は、地域とともにある学校を推進する中で、園児・児童・生徒が知・
徳・体の調和のとれた成長ができるように努める。

1 豊かな心・健やかな体の育成
⑴豊かな心の育成
⑵健康づくりの推進
2 不登校児童・生徒の解消
⑴「魅力ある学校づくり」の推進
⑵教育相談活動の充実（各校アンケート実施および矢掛町教育相談室の充実）
⑶小中連携による「つながり」のある指導の推進
⑷学校の組織的な不登校対策体制の構築
⑸適応指導教室「ひまわりの家」の有効な活用と保護者・学校との一層の連携
3 確かな学力の向上
⑴児童生徒の実態に応じた学力向上の取り組み推進
⑵学力不振児童・生徒の解消
⑶コミュニケーション能力の育成
⑷ ICT環境の整備とプログラミング教育の推進
⑸家庭学習の充実
4 特別支援教育の充実
⑴�全校園の教職員研修の充実による専門性の向上と専門機関との連携（特別支
援学校、総合教育センター等）
⑵特別支援教育の観点を生かした通常学級における指導の工夫
⑶教育支援員の配置による支援の一層の充実
⑷教育と福祉の連携による支援の充実（子ども支援会議の開催）
⑸校種間における適切な引継ぎ
5 外国語教育の充実
　⑴就学前における英語活動の充実（Yakage�planの実施）
　⑵小学校外国語活動および外国語科における取り組みの実施
　⑶学校園外で楽しんで英語に触れる機会の設定
6 保こ小連携・小小連携・小中連携の強化・拡充（保＝保育園・こ＝こども園）

⑴「つながり」のある指導
⑵小学校教職員の合同研修および小中教職員合同研修の実施
⑶中１ギャップの解消に向けた小中連携の取り組み
⑷小規模活性化等の取り組みの推進
7 学校園・家庭・地域が連携した教育の推進
⑴学校運営協議会を核とした地域とともにある「開かれた学校づくり」の推進
⑵全教職員・関係者・専門家等による学校評価を踏まえた教育の推進
⑶地域ボランティアによる支援の充実（地域コーディネーターとの連携）
⑷「やかげっこプラン」を活用した学校園と家庭との役割の共有
8 教職員の働き方改革の推進
⑴働き方改革プランの策定と周知
⑵教職員の勤務時間を意識した働き方の推進
⑶教職員の「負担感」の軽減と「やりがい感」の醸成
9 キャリア教育の推進
⑴望ましい勤労観や職業観の育成に向けた教育活動の整備
⑵職場体験学習やボランティア活動の推進
� 就学前教育の充実
⑴�認定こども園・保育園と小学校との連携

2020年度教育行政重点施策

↑小学校外国語活動・外国語科の教科化

↑小学校合同授業「理科実験教室」

↑教職員研修の充実（プログラミング教育）

↑体験活動の充実

学校
教育

ふる里やかげを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子ども
―家庭・学校園・地域のつながりを大切にして―

　家庭、学校園、地域が連携し、子どもたちの豊かな心と体を育むとともに、確かな学力の向上を図り、「ふる里やか
げを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子どもの育成」を目指します。また、生涯学習を積極的に推進し、文化・
スポーツの振興を図り、学びを通じた人づくりや地域づくりなど、魅力ある地域社会の形成を目指します。

《矢掛町が目指す子ども像》

10令和２年５月号



　
基本目標

　 �すべての町民が、お互いを尊重し、支え合いながらともに生活していくことを基本に、自由に学習機会を
選択して、意欲的に学ぶことができる環境整備や情報提供の充実に一層努める。さらに学びを通じた人づ
くりや地域づくりなど、魅力ある地域社会の形成に努める。

1 生涯学習の推進体制の整備と充実
⑴�地域・学校・県・他市町村等関係機関との連携による人的・物的な学習環境の整備
⑵生涯学習情報発信の充実
⑶出前講座の充実
⑷生涯学習のつどいの充実と参加者の交流促進
2 学校・家庭・地域との連携強化
⑴地域未来塾事業の推進（月曜日学習会）
⑵地域学校協働本部事業の充実
⑶土曜日教育支援事業の推進
⑷ふるさと納税を活用した学校支援
⑸防災活動の支援

3 家庭教育の充実
⑴親育ち応援学習講座の支援
⑵家庭教育学級の支援
4 青少年教育の充実
⑴�小中高生の海外派遣の参加促進と実施
⑵�地区公民館の行事等における小中高生の参加促進
⑶�小中高生の地域活動の促進と支援
⑷模擬議会の実施
5 成人・高齢者教育の充実
⑴�成人、高齢者の生涯学習活動への参加促進
⑵寿大学の開催
6 公民館活動の充実
⑴地区公民館の自主的運営の支援
⑵公民館職員の研修会等への積極的な参加促進
7 スポーツ・レクリエーション活動の振興
⑴軽スポーツ、ニュースポーツの普及
⑵総合型地域スポーツクラブとの連携
⑶スポーツ、レクリエーション指導者の育成
⑷スポーツイベント、スポーツ教室の充実
⑸スポーツ施設の利活用の促進
⑹体育協会等のスポーツ団体の支援
8 文化財の保護と活用
⑴�旧矢掛宿の町並みにおける重要伝統的建造物群保存地区選定に向けての取り
組み
⑵文化財の保護および活用の充実
⑶郷土の文化財の周知活動
9 芸術・文化の振興
⑴おかやま矢掛本陣文学賞の実施
⑵文化協会等の芸術・文化団体の支援
� 文化施設の充実および活用の拡充
⑴文化センター、図書館、美術館等を利用した学習機会の充実
⑵図書館の読書環境の整備および図書館資料を活用した事業の開催
⑶魅力ある特別展・企画展の開催および参加型美術館の推進
�人権意識の高揚
⑴人権教育講座、研修会の充実
⑵地域住民および町内企業への研修機会の充実

ふる里やかげを愛し、ふる里やかげで活躍するたくましい子ども
－家庭・学校園・地域のつながりを大切にして－

↑特別展「ノンタン絵本の世界展」

↑図書館フェスティバル

↑町民ニュースポーツ大会「スポーツ吹き矢」

↑地域貢献活動（矢掛中）

生涯
学習

↑中学生による模擬議会
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　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　爽やかな５月、人々の通りも少なく行事もなくなってしまい今までに経験のない状況の中、
戸惑いやもどかしさも感じます。図書館も閉館が続き、ご不便をおかけしますが、ご協力を
お願いいたします。
　図書館開館時には、新刊を準備して皆さんのご利用をお待ちしております。
　なお、図書館の行事につきましては日にちが決まり次第ホームページやチラシ等でお知ら
せします。

カウンターからの情景

図書館のイベント

おはなしらんど
◆と　き　毎月第４土曜日　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵
本の読み聞かせやエプロンシアターなど楽しい
おはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　毎月１回土曜日　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど

郷土にゆかりのある本

＊日にちが決まり次第、ホームページやチラシ等でお知らせします。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　美術館では、矢掛町名誉町民で昭和を代表する書家・
田中塊堂の代表作約40点を一堂に展示しています。
　田中塊堂は、「大字のかな書」の先駆者として、全国を
舞台に後進の指導にあたる傍ら、古写経研究の第一人者、
古筆の研究家としても活躍し、奈良国立博物館調査員も
務めていました。また、写経に関する学位論文（「書道よ
り見たる日本写経史の研究」）で、文学博士となりました。
　自身でも、喜ばしいことがあれば感謝の写経をし、悲
しいことがあればいつまでもそれにこだわらないよう希
望の写経をするなど、折あるごとに写経に向きあい自己
の修養に努めていました。

　　　　　　　　　やかげ郷土美術館　開館 30 周年記念 特別企画展

「田中塊堂とゆかりの書家展」会期／6月2日（火）〜7月3日（金）

田中塊堂「紺紙金字般若心経」昭和48年（1973）

大正期に高梁町長を勤め、伯備線誘致に尽力した荘　
直温氏の評伝。矢掛町・猿掛城に関する記述もあります。
ぜひ、ご覧ください。

「荘
しょう

直
な お

温
は る

伝
で ん

」　荘　芳枝・松原隆一郎／著
　　　　　　　　　吉備人出版

「平成30年７月豪雨災害記録誌」
　 岡山県／発行　　

岡山県発行の「平成30年７月豪雨災害記録誌」です。
ぜひ、ご覧ください。

は休館日

6月の図書館カレンダー

28 29 30

日

8
1
9
2
10
3

1211
4 5

13
6

14
7
15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

火水木金土月

5月12日（火）より、一部利用を再
開しています。
　平日：午前10時〜午後7時
　土日：午前10時〜午後5時
5月の休館日　25日（月）

町民ギャラリー

◆どんぐり写真クラブ展　　　　6月 2日（火）午前11時〜7日（日）午後 4時

＊入場無料

※�新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、「常設展示室」および「町民ギャラリー」は会期等
が変更になる可能性があります。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

12令和２年５月号



    たきもとたい き

瀧本泰生くん（東川面）
（R1 年 5 月10 日生まれ）
兄弟仲良く、元気に大きく
なってね♪

豆
飯
食
む
ど
こ
か
妣
似
の
近
江
女�

黒
井

　琴
恵

黒
潮
の
流
れ
ふ
た
い
ろ
春
か
も
め�

新
谷

　京
子

朧
月
お
ぼ
ろ
に
母
の
夢
見
か
な�

片
岡

　朋
子

溜
池
の
水
満
ち
満
ち
て
柳
の
芽�

坪
井
　篤
子

水
は
瀬
に
ほ
つ
ほ
つ
山
椒
芽
吹
き
を
り�

岡
田
　哲
郎

図
書
館
は
駅
舎
の
上
に
山
笑
ふ�

岡
本
　瑞
江

紙
垂
揺
る
る
郷
社
本
殿
緑
立
つ�

小
西
　恒
子

祖
母
織
り
し
備
後
絣
や
春
の
暮�

中
田
　千
穂

初
蝉
や
さ
さ
め
く
木
々
と
走
り
根
と�

鹿
嶋
　克
美

白
蝶
の
好
み
し
花
の
匂
ひ
濃
し�

池
野
　峯
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
遠
回
り
し
て
桃
の
花�

渡
邉

　倫
子

げ
ん
げ
田
や
吉
備
路
の
山
の
み
な
低
し�

高
月

　凱
美

人
声
の
近
し
夕
日
の
紫
木
蓮�

田
中

　敏
子

散
歩
す
る
親
子
の
会
話
風
光
る�

浅
野
加
津
子

納
屋
の
戸
を
少
し
ず
ら
す
や
初
燕�

江
尻

　千
歳

山
桜
雲
の
端
よ
り
夕
日
洩
れ�

黒
瀬
美
智
子

い
つ
も
よ
り
少
し
遠
出
の
土
筆
土
手�

斎
藤
千
鶴
子

前
山
は
雨
を
残
し
て
初
桜�

岡
田

　
子

滝
音
を
間
近
に
花
の
盛
り
か
な�

岡
田

　康
子

う
ぐ
ひ
す
や
同
じ
梢
に
日
ご
と
来
て�

柏
原

　茂
子

沈
む
日
に
明
日
の
夢
見
る
梨
の
花�

選
　者
　吟

マ
イ
バ
ッ
グ
大
小
そ
ろ
え
ま
た
忘
れ�

森
本
か
の
こ

顔
見
せ
て
堂
々
と
来
い
ウ
ィ
ル
ス
よ�

田
中

　道
博

湿
布
薬
貼
っ
て
貼
ら
れ
て
老
い
二
人�

江
木

　基
夫

穏
や
か
に
過
ご
せ
ば
す
べ
て
二
重
丸�

渡
辺
ヒ
ロ
コ

て
い
ね
い
に
刻
み
込
ん
で
る
笑
い
皺�

山
縣
の
ぶ
子

終
戦
の
ド
ラ
マ
を
知
っ
て
い
る
カ
メ
ラ�

山
元
と
も
え

馬
鹿
な
こ
と
言
う
が
急
所
は
捉
え
て
る�

椎
葉
つ
と
む

ま
た
延
期
な
ら
ん
で
買
っ
た
入
場
券�

鈴
木

　な
つ

入
り
口
を
閉
ざ
し
て
春
を
病
ん
で
い
る�

江
尻

　容
子

真
ん
中
に
臍
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い�

田
中

　
　恵

買
い
占
め
の
客
を
見
張
っ
て
い
る
カ
メ
ラ�

選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
四
月
作
品�

　
　

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
俳
句
四
月
作
品�

笹
井

　愛
選

文
化
協
会
川
柳
四
月
作
品�

�

紫
　し
め
の
選

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

    つぼい　ゆうな

坪井優奈ちゃん（矢掛）
（R1 年 5 月13 日生まれ）
保育園でたくさん友達でき
るといいね♪

  かりやましんのすけ

狩山心之介くん（矢掛）
（R1 年 5 月13 日生まれ）
これからも元気にすくすく
育ってね

   あお え こと ね

青江奏音ちゃん（横谷）
（R1 年 5 月 2 日生まれ）

我が家の癒し系♡産まれて
きてくれてありがとう♡

 　さかもと  み   き

坂本美樹ちゃん（小田）
（R1 年 5 月 7 日生まれ）

笑顔を絶やさず、逞しく育っ
てね

 か  とうおか

加藤岡さくらちゃん（宇内）
（R1 年 5 月20 日生まれ）
笑顔いっぱい、兄姉仲良く遊
ぼーね♡

満 1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

6月生まれ募集中

★ 対 象 者★　町内在住で令和元年6
月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和２年5月29日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第53回　スズメノテッポウ〕
　スズメノテッポウは稲作と関係の深い植物で、
秋に稲刈り後の田んぼで発芽し春に花を咲かせ
ます。
　花穂を抜いて葉を折り返し、口にくわえて吹
いてピーという音を出して遊んだ人もおられる
ことでしょう。
〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

13 令和２年５月号



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,071人（－42） 
　男　     6,748人 （－16） 
　女　     7,323人 （－26）
世帯数　  5,514世帯（＋   1）

令和２年5月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

相

　
　談

矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
募
集

◦
委
託
期
間
　
契
約
日
か
ら
３
月
31

日
ま
で
（
以
降
更
新
あ
り
）

◦
募
集
人
数
　
１
人

◦
応
募
資
格
　
患
者
さ
ん
の
情
報
等

に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人
（
受
付
事
務
等
で
電
子
カ
ル
テ

等
を
使
用
す
る
た
め
）

◦
仕
事
内
容
　
受
付
事
務
、
電
話
対

応
、
支
払
い
対
応
（
業
務
に
は
夜
間

に
お
け
る
救
急
車
や
電
話
へ
の
対
応

が
含
ま
れ
ま
す
。）

◦
給
　与

　
一
回
あ
た
り
１
１
，
０
０
０
円

◦
勤
務
時
間

日
直
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

宿
直
：
午
後
５
時
～
午
前
８
時
30
分

　
月
10
回
程
度
の
勤
務
（
土
日
祝
日

勤
務
あ
り
）

※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■問
矢
掛
病
院
事
務
局
庶
務
係

☎（
82
）１
３
２
７
　
有
線
０
６
６
１

身
体
障
害
者
補
助
犬
の

貸

与

者

募

集

　
目
や
耳
、
手
足
に
障
害
の
あ
る
人

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
盲
導
犬

　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
安
全
に

歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
物

を
避
け
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
曲
が

り
角
や
段
差
を
教
え
た
り
、
見
え
な

い
人
ま
た
は
見
え
づ
ら
い
人
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
ま
す
。

②
聴
導
犬

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
必
要
な

生
活
音
を
知
ら
せ
ま
す
。
玄
関
の
チ

ャ
イ
ム
音
や
、
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
伝
え
、音
源
に
誘
導
し
た
り
、

反
対
に
危
険
を
回
避
し
た
り
す
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

③
介
助
犬

　
手
足
が
不
自
由
な
人
に
対
し
、
日

常
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。
落
と
し

た
も
の
を
拾
う
、
指
示
し
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
も
ら
う
、
脱
衣
の
補
助

な
ど
生
活
動
作
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
身
体
障
害
者
補
助
犬
の

貸
与
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
所
持
者
と
な
り
ま
す
が
、
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、
詳
細
に
つ

い
て
知
り
た
い
人
は
、
５
月
29
日
㈮

ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）９
０
６
１

夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル

監
視
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
プ
ー
ル
監
視
等
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
募
集
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
任
用
期
間
や
募
集
人

員
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
監
視
、
受
付

事
務
、
施
設
管
理
補
助
　
ほ
か

◦
任
用
期
間
　
令
和
２
年
７
月
18
日

㈯
～
８
月
31
日
㈪

◦
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

◦
募
集
人
数
　
数
人
（
高
校
生
ま
た

は
大
学
生
）

◦
賃
　金
　
８
９
２
円
／
時
間

◦
募
集
締
切
　
令
和
２
年
６
月
19
日

㈮
　
午
後
５
時
ま
で

◦
面
　接
（
予
定
）
令
和
２
年
６
月

26
日
㈮
　
午
後
５
時
か
ら
海
洋
セ
ン

タ
ー
でハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
５
月
22
日
㈮
、
６
月
12

日
㈮
、
26
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,071人（－42） 
　男　     6,748人 （－16） 
　女　     7,323人 （－26）
世帯数　  5,514世帯（＋   1）

令和２年5月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

に
よ
り
、
給
与
等
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
場
合
、
次
の
と
お
り
傷
病
手

当
金
を
支
給
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対

　象
　
矢
掛
町
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者◦
支
給
額
　
１
日
あ
た
り
給
与
等
収

入
額
の
３
分
の
２
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
支
給
期
間
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
６
月
17
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
６
月
３
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
６
月
10
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
場
合
等
の
傷

病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
こ
と

有料広告

1 
2

3

★冷感手作りマスク★★冷感手作りマスク★★冷感手作りマスク★★冷感手作りマスク★★冷感手作りマスク★

各 1枚
600円（税込）

①ネイビー
②ベージュ
③ホワイト

好評販売中！

下
記
２
箇
所
で

　好
評
販
売
中
！

お電話でのご注文・発送も承ります

株式会社 松 井 被 服
本　　　社 〒715-0004　井原市木之子町3701-5

☎（0866）63-0802
経理事務所 〒715-0004　井原市木之子町3020-1

☎（0866）63-3010

こんなとき、国民年金加入の
手続きが必要です

　日本に住所がある場合、20歳か
ら60歳までの40年間は、厚生年
金などに加入していない限り、国民
年金に加入する義務があります。
　しかし、以下のようなときに届出
をして加入の手続きをしないと、将
来年金を受け取ることができなく
なったり、受け取る額が少なくなっ
たりします。

　また、万一のことがあったときの障害基礎年金や遺族基
礎年金についても受け取れなくなるおそれがあります。
　保険料を支払うことができない場合は、国民年金の学生
納付特例や保険料免除・納付猶予の制度がありますので、
こちらを利用して下さい。手続きは代理の人でも可能です。
◦届出が必要なとき
20歳になったとき
　20 歳になったら、厚生年金などにすでに加入している
場合を除き、国民年金加入の手続きが必要です。
　20 歳になる月の初め頃に手続きのための書類が送られ
ますので、その書類で手続きをしてください。
60歳になる前に会社等を退職したとき
　60歳になるまでは国民年金に加入する義務があるので、
60歳になる前に退職した場合、国民年金加入の手続きが必
要です。
　退職した人に扶養されている配偶者がいる場合は、配偶
者の手続きも必要です。
被扶養配偶者の収入が増えたとき
　厚生年金などの加入者の扶養となっている 20 歳以上 60
歳未満の配偶者の収入が増えて扶養から外れた場合も、国
民年金加入の手続きが必要です。
※被扶養配偶者だった人が離婚した場合も手続きが必要で
す。
※扶養している厚生年金等の加入者が65歳になった場合
も年金の扶養に取れなくなるため、手続きが必要です。
◦申請方法　認印と年金手帳など基礎年金番号がわかるも
のを持参し、町民課で手続きをする。（代理人でも可能）

■問町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線 0551
   倉敷西年金事務所国民年金課　☎ 086（523）6393

お
知
ら
せ

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店

15 令和２年５月号



Information
まちからの

お知らせ

やかげＤＭＯ通信

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

矢掛町の魅力再発見！！矢掛町の魅力再発見！！
　やかげ DMO は令和元年度事業として観光ガイド組織「矢掛町観光
ボランティアの会　町並みガイド部会（旧やかげ町並案内人の会）」と
連携して町内の観光スポットを紹介するリーフレットを作成しました。
地区住民の皆さんにご協力いただき、地域の観光スポット・イベント情
報を集め、今回は15種類のリーフレットが完成しました。完成したリー
フレットは7地区公民館ややかげDMO事務所、公共施設や観光施設等
に設置し、観光客をはじめ、町民の皆さんにも手に取っていただき、町
内の魅力を再発見していただきたいと思います。併せて町民の皆さんが
友人や知人へ矢掛町を紹介する際にもご活用ください。
　リーフレットは今後も種類を増やしていくことを検討していますので、お気軽に地域イベントや
観光スポット情報をやかげDMOまでお知らせください。
　また、今回のリーフレット作成に際し、ご協力いただいた関係者の皆さんありがとうございました。

作
業
安
全
運
動
強
化
月
間
で
す
。
特

に
、
春
の
農
繁
期
は
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
転
倒
・
転
落
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
安
全
第
一
を
心
掛

け
、家
族
や
地
域
で
声
を
掛
け
合
い
、

農
作
業
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
作
業
事
故
の
重
大
化
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
携
帯
電
話
を
携
帯
す
る

②
そ
の
日
の
作
業
計
画
（
内
容
・
場

所
）
を
家
族
に
伝
え
て
お
く

③
道
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
ほ
場
ま

で
の
経
路
上
の
目
印
を
確
認
し
て
お

く■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す

　
６
月
１
日
か
ら
１
週
間
「
飲
み
水

を
　
未
来
に
つ
な
ご
う
　
ぼ
く
た
ち

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
62
回
水

道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ
い
て
理

解
と
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■問
上
下
水
道
課

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０・

４
７
７
０

Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）が

新
設
さ
れ
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
起
因
し
、
生
活
不
安
や
ス
ト
レ

ス
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
等
の
増
加
・
深
刻
化

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
に
相
談

窓
口
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
に
よ
り
、
相
談
者
を
適
切
な

支
援
窓
口
に
つ
な
げ
る
目
的
で
、
こ

れ
ま
で
の
全
国
共
通
の
電
話
相
談
に

加
え
、
新
た
な
窓
口
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
あ
な
た
が
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
受
け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。「
こ
れ
っ

て
Ｄ
Ｖ
か
な
？
」「
自
分
だ
け
で
な

く
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
心
配
」
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
ご
相
談
も
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）８
８
９（
24

時
間
受
付
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　https://soudanplus.jp/
ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
４
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
植
田

利
夫（
神
奈
川
県
）、
小
野
時
男
、
守

屋
岩
男
（
大
阪
府
）、島
内
国
彰
（
兵

庫
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

鳥
越
正
世
志（
小
林
）、
上
田
達
也（
上

高
末
）、
守
屋
　
一
（
内
田
）、
浅
野

健
一
（
里
山
田
）、
花
川
秀
樹
、
池

田
俊
一
（
東
川
面
）、
久
保
田
隆
昭
、

近
藤
守
實
、
高
見
安
高
（
小
田
）、

匿
名
希
望
▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一

封
）
廣
井
紘
一
（
矢
掛
）
▼
美
川
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
上
田
達
也
（
上

高
末
）、
守
屋
　
一
（
内
田
）
▼
川

面
公
民
館
へ（
金
一
封
）花
川
秀
樹
、

池
田
俊
一
（
東
川
面
）
▼
小
田
公
民

館
へ
（
金
一
封
）
久
保
田
隆
昭
、
浜

田
富
恵
、近
藤
守
實
、高
見
安
高
（
小

田
）

ス
に
感
染
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
勤
務
が
で
き
な
く
な

っ
て
３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
勤
務

が
で
き
な
か
っ
た
期
間
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

厚
生
労
働
省
主
催
「
令
和
２
年
度

慰
霊
巡
拝
」
の
実
施
に
つ
い
て

◦
参
加
資
格
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加

遺
族
の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
・
甥
・

姪
）

◦
参
加
条
件
　
健
康
状
態
が
良
好
な

人
で
、
航
空
機
等
に
よ
る
長
途
の
旅

行
お
よ
び
気
候
風
土
の
異
な
る
地
域

に
お
け
る
旅
行
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
（
医
師
の
証
明
書
が
必
要
）

◦
参
加
費
用
　
国
家
公
務
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
算
定
さ
れ

た
旅
費
（
外
国
お
よ
び
国
内
旅
費
）

の
合
計
額
の
３
分
の
１
が
国
か
ら
補

助
さ
れ
ま
す
。（
同
行
す
る
介
助
者
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
４
月
15
日
～
６
月
30
日
は
春
の
農

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付

クールビズ
実施中
〜10月31日まで〜

◉�冷房時の室温は28℃設定
◉��町主催の会議・行事においては
　「ノーネクタイ・ノー上着」
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　国・県の「地球温暖化防止対
策」「省エネルギー対策」に向
けた取り組みを受け、矢掛町も
５月 1 日㈮〜 10月31日㈯まで
クールビズに取り組みます。

手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（3月申請分）６月���5日㈮

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（4月申請分）５月15日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（4月申請分）５月29日㈮

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532児童手当（2〜 5月分） ６月���5日㈮

心身障害者医療費（4月申請分）５月29日㈮ 保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013  有線 0581

※ 口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

　 納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（1期） 6月���1日㈪ 6月 1日㈪

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 5月25日㈪ 6月 1日㈪

16令和２年５月号



Information
まちからの

お知らせ

やかげＤＭＯ通信

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

矢掛町の魅力再発見！！矢掛町の魅力再発見！！
　やかげ DMO は令和元年度事業として観光ガイド組織「矢掛町観光
ボランティアの会　町並みガイド部会（旧やかげ町並案内人の会）」と
連携して町内の観光スポットを紹介するリーフレットを作成しました。
地区住民の皆さんにご協力いただき、地域の観光スポット・イベント情
報を集め、今回は15種類のリーフレットが完成しました。完成したリー
フレットは7地区公民館ややかげDMO事務所、公共施設や観光施設等
に設置し、観光客をはじめ、町民の皆さんにも手に取っていただき、町
内の魅力を再発見していただきたいと思います。併せて町民の皆さんが
友人や知人へ矢掛町を紹介する際にもご活用ください。
　リーフレットは今後も種類を増やしていくことを検討していますので、お気軽に地域イベントや
観光スポット情報をやかげDMOまでお知らせください。
　また、今回のリーフレット作成に際し、ご協力いただいた関係者の皆さんありがとうございました。

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

4　月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 16 3 1 13
累　計 12 0 0 0 0 0 2 1 0 0 6 1 1 1 77 10 1 67
（前年比） -5 ±0 -3 ±0 ±0 -1 -1 +1 ±0 -1 +4 -4 ±0 ±0 +4 +3 +1 +1

各種犯罪被害の防止
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に関連して、以下
のことにご注意願います。
◦突然、身に覚えのないマスクが届いた場合、不審な荷物
は受け取らないようにしましょう。後に高額な請求をされ
ることがあります。
◦事業所を休業したり時短営業したりする場合は、戸締り
を確実にし、事務所内に現金などを保管しないようにしま
しょう。
◦学校が長期休暇のため、日中子どもだけで留守番をする
場合は、大人が家を出るときに戸締りを確実にし、来客時
にも相手をよく確認して、すぐに鍵を開け
ないように話をしておきましょう。また、
日頃から110番通報要領について話をし
ておきましょう。
※地域の子どもや女性、高齢者をはじめと
した犯罪・交通事故を未然に防止するため、
引き続き地域住民の皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、特別定額
給付金（仮称）の給付を装った特殊詐欺などの発生が予想
されますので、次のことに気を付けてください。
◦特別定額給付金に関して、市区町村や総務省等がＡＴＭ
操作をお願いすることはありません。
◦市区町村や総務省等が、特別定額給付金の給付のため、
手数料の振込みを求めることはありません。
◦現時点で市区町村や総務省等が、特別定額給付金の給付
のために、住民の皆さんの世帯構成や生年月日、銀行の口
座番号等を電話や郵便、メールで問い合わせをすることは
ありません。
　特別定額給付金の給付等をかたった不審な電話等がかか
ってきた場合には、警察署や町民課へ連絡してください。
　このほか、依然として４月中も、近隣の市町村で、役場
や警察をかたって「窃盗団を捕まえたら、あなたのカード
の情報があった。」、「お金が返ってくる。手続きのための口
座番号を教えてほしい。」などの不審電話が多発しました。
　留守番電話機能を活用し、知らない相手の電話に出ない、
電話に出てしまってもおかしいと感じたら、すぐに電話を
切って、警察署に通報しましょう。

それ、給付金を装った詐欺かもしれません！
身近な人にも注意喚起をお願いします

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 4月末現在）
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2020. 5
vol.95

　新型コロナウイルス感染症対策の１つとして、全校での「My布マス
ク作り」のワークショップを行いました。各家庭から不要な布と紐を
持参し、自分サイズのマスクを縫いました。後日、出来上がったマス
クを着用して登校する生徒の姿も見られました。

My布マスク作りTop News
４月 10日㈮

　４月20日より、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止措置とし
て、岡山県内の県立高校は臨時休校となっています。矢高では「学習
記録シート」を配付。日々の時間割を記入し、時間割通りに自宅学習
を進めるようにしています。

臨時休校中の学習対策 ４月 20日㈪～
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【ヨコのヒント】
⑴ 矢掛町の「まちの木」は「アカ○○」
　 という木だよ。
⑵ 21年春、矢掛町に「○○の駅」が
　 完成予定だよ。
⑶ 矢掛町には、大きな真備公の像
　 がある「○○真備公園」がある。
⑷ 矢掛高校の愛称は「○○○」。
⑸ 矢掛町で体を動かしたいときは
　 「B＆○○海洋センター」。
⑹ 矢掛町の特産品で矢掛町ブランドにも
　 認定されている野菜、「○○○○○○」。

【タテのヒント】
㈠ 矢高には去年から、高校と地域をつなぐ「○○○協
　 働活動コーディネーター」（井辻さん）が配属された。
㈡ 矢掛高校には「普通科（探究コース／総合コース）」
　 と「地域○○○○科」がある。
㈢ 矢掛町の観光施設「やかげ○○○交流館」は商店
　 街の中にあるよ。
㈣ 矢掛町のゆるキャラ「やかっぴー」は「○○○○」
　 という鳥だよ。

ヨコとタテの言葉を考えてマスに書き込んでね。Ｘ・Ｙ・Ｚの文字を順に並べると、ある言葉が完成するよ！
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リージョナルモデル通信  ⑩住民アンケート結果（２：矢掛高校の印象と必要度）
　今回は昨年度末に行った「住民アンケート」の結果報告第２弾。ズバリ！住民の皆さんが矢高に対してどんな印象を持たれているか？
矢高の地域貢献度合いは？矢高はこの先の町にとって必要なのか？などといったような問いに対する回答の結果です。

　さまざまな場面で住民の皆さんにサポートしていただいている矢高ですが、皆さんからも矢高に対しては良い評価や熱
い期待が注がれている現状が見えてきました。まだ矢高にハッキリとした印象がなかったり、活動状況がよく分からない
人もおられる一方で、それでも今後の矢高への期待や必要性を感じていただけていることも分かりました。
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矢高の印象は？ 矢高は地域貢献できているか？ 矢高はこの町に必要か？
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